
私は現在むつ水産事務所に勤務し、主に漁業許可、漁

船登録事務などを担当しています。この地に赴任してま

もなくの頃、地元の漁業士会員と懇談した際、「春先に

アンコウがたくさん網に入るが値段がkg当たり200～

300円と二束三文だ。冬場になるとkg当たり1,500～

2,000円で、大型になると一匹２万円にもなる。安いア

ンコウを獲るのは『もったいない』。なんとかならない

か」という相談を受けたことがあります。その後、キア

ンコウさし網漁業許可を検討することになり、資源管理

上の観点からキアンコウのことを調べ始め、管内の漁業

関係者の協力を得て標識放流を行っています。ここでは

キアンコウの謎探求について紹介します。

一般に「アンコウ」と呼ばれていますが、本県で漁獲

される「アンコウ」は分類上「キアンコウ」という種類

です。また、東シナ海などに分布する分類上「アンコウ」

という種類もあります。キアンコウは日本周辺に広く分
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寄稿
下北地域県民局地域農林水産部

むつ水産事務所　水産課長　野　呂　恭　成

超える多くの卵が確認された。シラウオは多回産卵を行

うとされており、回遊しながら産卵を繰り返しているも

のと考えられました。

水深毎に調査した結果では、総じて深い場所（３m・

５m）では卵が少ない傾向にありました。

図４に平均産卵数と水温との関係を見てみました。

産卵は10℃以上に達した頃から始まり、15℃～20℃

の範囲で盛期となる傾向にありました。

以上のことから、2006年に

おけるシラウオの産卵は、５

月上旬に水温が10℃以上に達

した頃から始まり、５月下旬

～６月上旬の水温が15～20℃

の範囲で産卵のピークを迎え、

６月下旬に終了したものと思

われました。また、主たる産

卵場所については、湖東側で

はSt.2～３（八幡平（中瀬付

近を含む）～岩の崎）に至る

場所、西側ではSt.7～８（中志～山の神周辺（北瀬・大

崎？））に至るいずれも水深１m程度の砂地と考えられ

ました。

写真６は６／８に採取されたシラウオの発眼卵、写真

７はシャーレ内で偶然にふ化した仔魚ですが、この卵の

産卵日を推定（丹下、1968）すると、５／25に産卵さ

れたものと推定され、産卵後２週間程度でふ化に達する

ものと考えられました。

以上、小川原湖でのシラウオ卵発見をきっかけに初期

生態が徐々に解明されつつあり、将来の保護対策に向け

た取組みへの第一歩を踏み出すことができました。

引 用 文 献

藤川裕司・江角陽司・大北晋也（2003）．宍道湖におけ

るワカサギ、シラウオ卵の出現特性．平成15年島根

県内水面水産試験場事業報告，39－44.

丹下勝義（1968）．シラウオのふ化飼育実験．水産増殖，

16(2)：81－86.

写真６　ふ化直前のシラウオ卵（採
取日６／８）黒い２つの点は目

写真７　シャーレ内でふ化した直後
の仔魚（標準体長４mm）
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図４　シラウオ卵の平均出現数
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布し、特に東北、常磐海域では主に底びき網漁業の重要

種となっています。

2003年の青森県全体のキアンコウ漁獲量は964トン

と推定され、全国の上位にあると考えられます。海域別

には太平洋601トン、津軽海峡210トン、日本海137ト

ン、陸奥湾16トンで、太平洋では主に底びき網で、津

軽海峡ではさし網、定置網で漁獲されます。漁獲時期は、

太平洋では底びき網漁業が休漁の７、８月を除いてほぼ

周年、津軽海峡では１月から徐々に漁獲量が増加し、６

月に最も多く、秋～冬期には低く推移しています（図１）。

平均単価は「冬高夏低」で、12月に976～1,434円で最高

に、６月に161～227円で最低となっていました（図２）。

移動と成長を把握するため、東通村と風間浦村から

2005年に281個体、2006年に296個体の合計577個体

の標識放流を実施し、2006年12月２日までに14個体が

再捕されました（写真１、２、図３）。再捕までの経過

日数は１～373日で、100日以上は10個体でした。津軽

海峡から放流後、津軽海峡内

で22日後～318日後に計４個

体が再捕され、他の10個体は

北海道、青森県、岩手県、福

島県の太平洋沿岸で再捕され

ました。最も遠くまで移動し

た個体は東通村で放流され

373日後に福島県浪江町沖で

再捕された個体で、移動距離

は約400kmと推定されまし

た。放流後の成長では、再捕時までに全長で3.2～

18.9cm、体重で

－0.5～2.5kgの増

加が認められ、最

も成長した個体

は、全長40cm

（推定体重1.07kg）

で放流され351日

後に全長58.9cm、

体重2.9kgで再捕

されました。風間

浦村で2005年５

月と2006年６月

に放流され、約半

年後の12月に同じ風間浦村で再捕された個体は、それ

ぞれ1,600円／kg、1,300円／kgで販売され、冬季の単

価アップと再捕時までの体重増加を勘案すると１個体

当たりの経済的価値の相当な増加が

認められました。

2005年１～６月に風間浦村蛇浦地

区で漁獲されたキアンコウを計数し

たところ、月別漁獲個体数は１～４

月は数百個体、５月には2,752個体、

６月には8,194個体と５～６月に急増

しており、５～６月に産卵のため沿

岸に移動すると考えられました。ま

た、風間浦村下風呂では、春季に水

深50～80m付近で釣った大型個体

（メス？）をゆっくりたぐり寄せたと

ころ、後ろを３個体の小型個体（オ

ス？）が追いかけてきて、海面付近

で小型の３個体も一緒に漁獲したと

いう話を聞きました（イラスト）。こ

の時期、海底ではメスの回りを複数

のオスがうろうろし、授精の機会を

うかがっているのではないでしょう

か。また、キアンコウは水深50～

80mの海底から容易に水面付近ま
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平成18年12月２日現在 
放流数：577個体 
放流場所： 
①⑧東通村尻屋 
②～⑦、⑨～⑭風間浦村 
再捕個体数：14個体 

定置網・刺網・底建網で再捕 
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図３　標識放流されたキアン
コウの再捕位置と漁法写真２　再捕されたキアンコウ
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図１　青森県沿岸におけるキアンコ
ウの月別海域別漁獲量の推移
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図２　青森県沿岸におけるキアンコウ
の月別海域別平均単価の推移

写真１　標識付け作業
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で泳ぎ上ることが可能

であることがわかり、キ

アンコウが水鳥を捕食し

ていたという事例と合致

します。

津軽海峡、太平洋周辺

の漁業者から、毎年６－

７月頃に産卵されたキア

ンコウの漂流卵帯をよく

見かけるという情報を

得、実際、2005年８月

に易国間地区の小型定置網でキアンコウのものと思われ

る卵帯が採集されました（写真３）。また、2005年６月

に青森県水産総合研究センター試験船東奥丸が青森県尻

屋沖の太平洋上で釣獲したミズウオの胃内容を調べたと

ころ、浮遊期間中のキアンコウと推定される稚魚十数個

体を観察しています（写真４）。

以上のように、キアンコウの謎が徐々に解明されつ

つあります。また、標識放流した個体が比較的短期間

に成長し、数個体が単価の高い冬季に再捕されたことか

ら、多獲・低価格時の春～夏季に本種を再放流し、高価

格時の冬季に漁獲を移行させることが資源管理・漁業経

営上、推進すべきことと考えられました。

2004年にノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マー

タイ女史が、日本語の『もったいない』という言葉に感

銘を受け、世界に広めようと提唱し、その後様々な分

野で『もったいない』が推奨されています。水産の分

野でも『もったいない』という気持ちを大事にしたいも

のです。
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皆さんは、毎日、朝起きれば顔を洗います。蛇口をひ

ねると水が出ます。このライフラインとしての水道水、

一体どの様な経路で家庭まで来ているのかと、考えたこ

とがありますか？

水源地から揚水され、浄水場で濾過、滅菌、配水管を

通り…、といろいろ思い浮かぶでしょう。

さて、当所の飼育棟、親魚棟に来れば、どのバルブか

らでも、いつでも海水が出ます。この海水はどのように

して給水されているのでしょう？

そこで今般、貴重な「センターだより」のページをさ

いて、当所の海水取水設備について、いままでの経験談

と共に紹介することにいたしました。

取水設備の概要

まずは、当所の取水設備の概要は次のとおりです。取

水口（海底、水深７－８m）、導水管（口径400mm２

本組、90m）、取水ポンプ（7.5kw、３基）、揚水管（口

径250mm、全長30m）、濾過棟（処理能力80m３/h、

３基）、メイン配水

管（口径250mm、

200mm、それぞ

れ１系統）等を経

由し、端末部にあ

るバルブから飼

育、実験用の海水

が供給されており

ます。もちろん、

飲用水ではないの

で滅菌装置はあり

ません（図１）。

庶務担当　主査　荒　田　　　茂

写真３　キアンコウ？の卵帯 写真４　ミズウオの胃内容
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図１　海水導水管配置図


